
 

 

           CS 委員長として     宇佐美賢一 

 

今期、地域奉仕事業委員長をさせていただいて有難うございます。地域奉仕事業について私はワイズ

メンズクラブの活動の中で大変意義のある活動だと思っています。私たちがサポートしている YMCA

は世界中で設立されていますが、YMCA は会員によって構成され、それぞれの地域のもつ社会問題を

捉え、その課題に向き合う事業を行う運動体です。例えば、子供の健全育成に対する課題が頭に浮かぶ

ところですが、国や自治体など公共では手の届かないところをいち早く取り組んできたところです。そ

の結果、YMCA の活動を参考に様々な団体や自治体が同様の事業を始めていく先駆けとなってきた歴

史もあります。 

 ワイズメンズクラブの地域奉仕事業も同じように、それぞれのクラブが設立された地域の、また場合

によっては世界的な課題についてメンバーが捉えて提案し、メンバーみんながこうなったらいいなと思

う理想・ワイズメンズクラブの目的と合致したものを取り組んでいく活動だと考えています。 

 ただ、いわゆるボランティアクラブではありませんから、事業の達成ばかりを目的に行うものではな

く、それぞれのメンバーや家族、またその事業に関係する人々が、自分や周りの人のことを大事に考え

ること、社会中でリーダーシップを発揮することを経験することが大事であって、それが広がっていく

ことで平和で豊かな社会が広がっていくことが大きな意味での目的だと考えています。 

 社会は本当に不公平だし理不尽なことも多分にあると感じます。ただ、そのことを一気に解決するこ

とはできないと思いますし、そもそも課題の把握すら難しく、次から次へと課題は新しく出てくるもの

で終わりはないでしょう。だけど、身の回り人のことを大事に考える優しい気持ちをもった人が、社会

のそれぞれの場所で広がっていけば、ちょっとずつ社会も優しい社会になってくるのではないでしょう

か。一つ一つの働き自体は小さいものであるかもしれませんが、その結果だけを追い求めるのではなく、

そのことを皆がどう感じるかが大事なのではないかと思います。 

地域奉仕事業は相手のある事業ですから、相手のこと考えながら息長く続けることが大事だと思います

し、広げていくことは慎重にならないといけない側面もありますが、今ある事業を大事にしながら、皆

で意見や情報を出し合い、地域奉仕事業が楽しく意義深いものになるように取り組んでいければと思い

ます。 
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種を蒔く人に種を与え、パンを糧としてお与えになる方は、あなたが

たに種を与えて、それを増やし、あなたがたの慈しみが結ぶ実を成長

させてくださいます。 

主 

題 

クラブ会長 《佐古田正美 (京都ZERO)》 : 「クラブ愛をみんなで育てよう」  

国 際 会 長 《Moon Sang-Bong(韓国) 》 : The We Can Change「私たちは変えられる」  

アジアエリア会長 《田中博之(日本)》 : Action!「前へ進もう」  

西 日 本 区 理 事 《遠 藤 通 寛 (大 阪 泉 北 )》 : 
Let̀ s Protect and Cultivate W hat Should Be Passed on to the future 
「未来に残すべきものを守り育てる」 

京 都 部 部 長 《川上孝司 (京都パレス )》  : Will the Circle Be Unbroken「永遠の絆」     

 
 

 



 

第 1 例会「GS 例会」            １２月１３日(木曜日)                

 

皆さんこんにちは。坂口でございます。１２月第一例会に出席させて頂きました。  

メインプログラムは｢神様からの宿題｣ 

筋肉が次々骨になっていく、難病 FOP についてのお話です。体への刺激で骨になってしまうそうで

す。考えただけでも大変な毎日だと思います。  

 日本に８０名の患者さん、研究したくても研究費が足りない、症例の少ない難病だからこそ、研

究者だけでなく、本人、家族、そして社会全体で挑んでいかなければいけない。少しでも難病患者

さんの為になればと、山本育海くんは、リスクを犯してでも体にメスを入れ、細胞を提供し、治験

の為に協力されてます。  

心の強さ、覚悟がないと出来ない行動ですよね。その中で積極的に取り組んでいる事の一つが IPS

細胞での研究、山中教授が募金活動を繰り広げておられるとの事です。  

 山中教授は知っておられる方も多いと思います、でも山中教授がどんな研究に取り組んでおられ

るか、 IPS 細胞は知ってても、どこまで知ってるか、こんなに便利な情報社会で、結果僕達は何も

知らない。薄っぺらい情報社会ですよね。だからこそ、研究者だけでなく社会全体で取り組んでほ

しい！その言葉の意味がよく分かります。  

知ったからには ZERO クラブとして取り組んで行ける事、何か小さな事でもあるはずです。  

一時の事ではなく続ける事が大事です。  

育海くんが一日でも早く、少しでも良くなってもらえる事を願い、協力していけたらと思います。  
 

坂口祐司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 1 例会で南方陽介ワイズの入会式が

執り行われました。 



 

第 2 例会「クリスマス例会」          １２月２３日(日曜日) 

  

こんにちは、トゥービークラブの青木です。１２月の恒例になっておりますクリスマス例会が日航プリンセ

スにてトゥービークラブとゼロクラブの親子クラブで合同開催されました。 

 当然主役は子供達です。合同で開催しますので子供達がたくさんいて活気のある例会で、キャロリングには

じまってプレゼント交換では大人も子供もおおはしゃぎで盛り上がり、テーブル対抗ゲーム大会では子供達と

一緒になってしまいました。 

 年中意外と事業の多いワイズですが、たまにはこんなほっこりできる例会もいいもんだなと改めて思いまし

た。 

 年が明けますと半期総会やチャリティー事業、西日本区大会などイベントが盛りだくさんな一年が始まりま

す。親子クラブだけにとどまらずワイズの輪が広がれば良いなと思います。 
   

   トゥービークラブ 

     青木禎一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 
 

強調月間 

IBC DBC 

交流はワイズの醍醐味です。お見合いボードも利用していただき、様々な出会い、交流を楽しみましょう。    

                             

                                           中井 信一 国際・交流事業主任（奈良クラブ） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

   12 月例会出席     

   第 1 例会 第 2 例会 

メンバー 

メネット 

コメット 

ゲスト 

17名 

0名 

1名 

3名 

17/26 名 

4 名 

13 名 

9 名 

月間出席者         月間出席率 

24/26 名                92.30％ 

  ニコニコ 

12 月 7,000 円 

累計 108,000 円 

TO TOF・CS・FF 

TOF       0 pt 

C S           0 pt 

F F           0 pt 

ファンド 

12 月 81,102 円 

累計 196,352 円 

 

洋服作り 

加藤 学 
 

テーラーの仕事は 

洋服の設計図を作ると言うと理解して頂きやすいです。卓越したメジャー扱いでこまめな採寸を行い 

その身体の実寸法を元に洋服の寸法を決めていきます 

重要なのは 

＊プロの技術を用いて 

「身体に合わせる」 

＊お客様のニーズを聞いて 

「好みに合わせる」 

この二つのバランスが重要です。二つを織り交ぜてお客様の世界に一つのオーダーメイドの洋服を、卓越し

た縫製職人の技を 120%発揮できるように設計図を仕上げていく。 

これがテーラーの仕事です 

 

HAPPY BIRTHDAY 
 

    1月 １２日 秋久成人 

  1月 ３０日 伊神康喜 
 

HAPPY ANNIVERSARY 

    1月 16日 井上晴雄＆陽子 

 

  



 

 

 

 

 

１．クリスマス献金 

 クリスマス献金は「奉仕活動基金」として役立てられます。京都 YMCAの活動をさらに充実させるため、ク

リスマスに皆様の暖かい心をお届けください。 

①窓口にて： 「クリスマス献金袋」に入れてお持ちください。 

②振込にて： ＜郵便振替＞ 口座番号 01050-7-19132 「京都 YMCA奉仕活動基金」 

       ※通信欄にクリスマス献金とご記入ください。 

２．ネパールチャリティーバザー 

 ネパール YMCA支援のための国際協力募金拡充を目的に「ネパールチャリティーバザー」を開催いたします。

耐震補強・施設改修工事に伴い、例年とは実施内容を多少変更しての開催となります。ご支援の呼びかけ、

ご参加をお願いいたします。 

  日  時： 2月 11日（月・祝） 11:00～15:00（予定）＊時間は決定次第案内します。 

 場  所： 京都 YMCA 三条本館地階・1階 

 目  的： ネパール YMCAが運営する児童養護施設支援への募金活動 

 内  容： 物品バザー、ネパールカフェ（予定） 

 支援依頼内容： 

 １．バザー商品のご提供  

   お歳暮等、ファンド商品の寄贈をお願いします。 

   ＊バザー商品は 1月 31日（木）～2月 7日（木）の期間中、京都 YMCAまでご持参願います。 

 ２．広報・イベントへの参加 

   多くの方への広報をお願いします。また、当日は奮ってご参加ください。 

 お申込み・お問合せ： 京都 YMCA会員部 （TEL）075-231-4388／（Mail）kyoto@ymcajapan.org 

３．リトリートセンターは、ボランティアスタッフと共に運営いたします。 

 自然豊かな野外活動・研修施設のリトリートセンターは、子どもからシニアまでさまざまな団体やグルー

プに日帰りプログラムやキャンプ等でご利用いただいています。 

 センターでの楽しく安全な活動には、ボランティア（リーダー）のサポートが欠かせません。自然を楽し

むコツや自然を大切にする心やマナーを伝え、野外での貴重な体験学習をサポートするボランティアスタッ

フとしてぜひご協力をお願いします。 

ホームページにも募集要項を掲載していますのでご覧いただければ幸いです。 

まずは下記までお問い合わせをお待ちしております。 

 

お問合せ先：京都 YMCAウエルネスセンター（075-255-4709） 

ホームページ：http://kyotoymca.or.jp/facilities/?p=989 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月事業予定   

10日  第１例会「新年例会」 

     (ホテル日航プリンセス京都) 

11日 役員会(京都ＹＭＣＡ三条本館) 

24日 第 2 例会「半期総会」「ＴＯＦ例会」 

      (京都ＹＭＣＡ三条本館) 

 

 

２月事業予定   

７日 役員会 

    (京都ＹＭＣＡ三条本館) 

11日 ネパールチャリティバザー 

(京都ＹＭＣＡ三条本館) 

14日 第１例会「メンバースピーチ例会」 

(ホテル日航プリンセス京都) 

   16日 京都 YMCA 創立１３０周年会員総会 

      (烏丸京都ホテル) 

   24日 京都部チャリティボーリング大会 

      (しょうざんボール) 

28日  第 2 例会「GS 例会」  

(ホテル日航プリンセス京都) 

 

 

 

 

編集後記 

奥村 悟 

 

新年を気持ち新たに迎えられたことと思います。年頭にあたり目標を立て叶える事

が出来るよう頑張りましょう！ 

今年もブリテン、よろしくお願いします。 


